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①男・女であってはいけない	 	 	 	 ②楽しんではいけない	 	 	 ③成長してはいけない  
④重要な人物になってはいけない	 	 ⑤成功してはいけない	 	 	 ⑥実行してはいけない  
⑦仲間入りをしてはいけない	 	 	 	 ⑧信用してはいけない	 	 	 ⑨考えてはいけない  










2008～11 年の 10 月に千葉県、東京都、北海道の大学 1 年生男子 709 人、女子 435 人、







分析対象は記入もれや記入ミスのあったものを除いた 1027 人（有効回答率 89.8%）である。	 
2.	 アンケート調査内容	 
	 2.1.	 基本属性（年齢、性別など）	 
	 2.2.	 禁止令	 







	 日本学校保健会（2002）の調査を参考に 12 項目、即ち①自傷行為、②不登校、③無気力、
④決断できない、⑤目立ちたがる、⑥落ち込みやすい、⑦友達ができにくい、⑧いじめ、
⑨体調を崩しやすい、⑩すぐ腹を立てる、⑪喫煙、⑫多量の飲酒、について、「いつも」「時々」
「以前あった」「ない」の 4 段階で回答を求めた。	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 2.4.ストレス対処行動（首尾一貫感覚：Sense	 of	 Coherence:SOC）	 






ない」の 3 段階）であり、下位尺度として 5 つの自我状態（CP,NP,A,FC,AC：それぞれ 10
項目）ごとに得点を集計した。得点が高いほどその自我状態が高いとされる。	 
3.	 分析方法	 





































男女別に 5 つの自我状態、即ち CP、NP、A、FC、AC ごとの平均値と標準偏差を見ると、
男女とも最も得点が高かったのはＮＰであり、男子 12.7 点、女子 14.7 点であった。次い





感）の得点を見た。その結果、男子の合計点の平均は 61.7 点(±8.1)、女子は 58.9 点（±
9.8）であり、男子の方が女子に比べて有意に得点が高かった。一方、下位尺度の得点は、
男子では把握可能感 21.8(±3.8)、処理可能感 22.3(±4.12)、有意味感 20.4(±4.35)、女
























禁止令高保持群、中間群、低保持群の 3 群別に、SOC 得点について、１要因の分散分析
を行い、それぞれの得点について比較した。その結果、男女とも SOC 合計点とその下位尺
度全てにおいて、禁止令高保持群は低保持群に比べて有意に得点が低かった。次に、禁止
令 12 項目ごとに SOC 合計点を見ると、「成功してはいけない」の禁止令を持つ者は最も得
点が低く、次いで「成長してはいけない」、「自然に感じては行けない」の順であった。	 









方が低保持群に比べ AC の自我状態が高く、FC が低い傾向にあった。次に、禁止令 12 項目
と 5 つの自我状態との関りを見ると、表 4 に示すように、男女とも「成功してはいけない」
















った。2008～11 年の 10 月に千葉県、東京都、北海道の大学 1 年生 1144 人を対象にアンケ
ート調査〔基本属性、禁止令、不適応行動、ストレス対処行動（首尾一貫感覚：Sense	 of	 
Coherence:SOC）、エゴグラムチェックリスト〕を実施した。	 
	 その結果、本研究対象の大学生は男女とも「成功してはいけない」の禁止令を最も多く
持っており、この禁止令を持つ者や禁止令を多く持つ者は、不適応行動を多くとる傾向、
ストレス対処能力が低い傾向にあり、エゴグラムとしては自己否定･他者肯定型をとるこ
とが明らかとなった。今後は禁止令の中でも「成功しては行けない」に注目して詳細に検
討を進めていくとともに、禁止令を多く持つ者に対しては、自己を肯定するような教育プ
ログラムの開発、例えば「自分の気持ちや意見を素直に表現する」といった FC を高める
ような教育活動を推進してくことが肝要である。	 
